
第５回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

1. 開催日時 平成３１年３月２６日（火） １５時００分～１５時３０分 

 

2. 開催場所 三沢市役所 本館４階 第２会議室 

 

3. 出 席 者 前田会長、大平委員、新井山委員、附田委員、                         

佐藤委員、長内委員、根岸委員、瀧委員、稲川委員、花田委員                                                                                                                           

小比類巻委員、袴田委員 

 

4．欠 席 者 月舘副会長、新堂委員、田村委員、久保委員 

 

5．事務局出席者 山本経済部長、小泉参事兼産業政策課長 

       田中副参事兼課長補佐、古川産業支援係長、古舘主査 

 

6. 開催概要 

◎第５回振興会議 

⑴ 開 会  

⑵ 議 事 

① 議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

② 事務局より下記案件について、資料に基づき、条文構成・内容等に 

ついて説明した。 

  案件①：平成３１年度三沢市中小企業振興施策について 

…【資料１・２】 

  質疑応答 

     案件②：今後のスケジュールについて…【資料３】 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

 

 

  



7．会議概要 

（１）案件①に対する質疑応答 

発 言 者 内  容 

小 泉 課 長 平成３１年度三沢市中小企業振興施策について資料に沿って

説明。 

（２）案件②に対する質疑応答 

発 言 者 内  容 

小 泉 課 長 今後のスケジュールについて資料に沿って説明。 

前 田 議 長 委員の任期は残り１年である。今年度は１１月に予定してい

る市長への意見書提出に向かって進んでいかなければならな

い。 

（３）その他に対する質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 議 長 その他質問等はないか。 

山 本 部 長 参考資料としてお手元に配布している資料をご覧いただきた

い。インターンシップの重要性が学生側にも企業側にも高ま

っているという調査内容等が掲載されている。今の就職を取

り巻く環境の参考になるのではないか。 

また、特に興味深いのは、一旦就職した人が辞めた理由も掲

載されている。企業にとっては離職した理由も重要であり、

その対策をすることで定着に繋がると考えている。 

さらに、今後の大きな変化として予測されるのが４月１日か

ら始まる外国人労働の法改正である。 

新聞に掲載されていた情報によれば、青森市付近の外国人労

働者数は４４０人程度、それに対して三沢市は４２０人程度

いる。八戸市が一番多く６００～７００人程度。八戸市が一

番多く、その次は青森市、その次が三沢市。それだけ外国人

労働者に頼っているということであり、反対に、外国人以外

の労働者が不足しているということである。今後始まる外国

人労働の法改正により、外国人労働者はこれからは自分で自

由に移動できる。今いる企業よりも別な企業の方が給料が高

ければそちらへいける。つまり、給料が高い首都圏に引っ張

られるのではないかという懸念がある。そうなれば、三沢市

がこれまで４００人程度頼っていた労働力を失う可能性があ

る。このような危機感を持ちながら、今後、国や県が検討す

る施策について注視し、三沢市としてどう対処すべきか考え

ていかなければならない。 



佐 藤 委 員 八戸市に外国人労働者が多いのは、水産加工や農産物加工、

建設現場である。特にベトナム人が多い。 

外国人はこれまで労働力ではなく、日本の技術を教えるとい

う形で実習生として受け入れをしていた。４月から法改正と

なり、外国人も労働者として働くということになるが、対象

職種は今のところ介護や建設等決まっている。また、最低賃

金も全国一律に設定するという情報もある。 

今後、対象職種も拡大していくと考えらえるので、やはり外

国人労働の法改正はいろいろと注視していくべき。 

花 田 委 員 最低賃金の話は、外国人労働者についてということか。 

佐 藤 委 員 その通りである。最低賃金が発生しても、やはり東京の方が

高いとなるが、生活するときのお金として、自由に使えるお

金は田舎の方が多い等の周知が必要であると考える。 

前 田 議 長 これで本日の案件はすべて終了した。これをもって、平成３

０年度第５回三沢市中小企業振興会議を閉会する。 

 

 


